
神戸大学CMX創発医学講演会

生物の生存には柔軟な意思決定、すなわち感覚情報と状況(コンテクスト)の両方に応じて判断する
能力が重要である。本研究では、このような柔軟な判断が必要となるナビゲーション課題をマウス
に仮想現実下で遂行させ、その神経基盤の解明を試みた。まず、光遺伝学的手法を用いた神経活
動抑制により、後部大脳皮質(視覚野、後頭頂皮質、脳梁膨大後部皮質)が柔軟な判断に必要であ
ることを同定した。さらに、二光子カルシウムイメージングを用いた神経活動記録により、これらの
脳領域では、感覚情報とコンテクストの組み合わせに対して活動するニューロンが多数存在するこ
とを発見した。このような「混合選択性」を持つニューロンは、マウスが課題を学習する過程で出現
し、誤判断時には活動の低下が観察されたことから、柔軟かつ適切な判断を導くために重要である
ことが示唆された。
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